
新規事業採択時評価結果（平成１８年度新規事業化箇所） 

 

事業の概要 
 

事業名 都市計画道路大和
や ま と

川
がわ

線
せん

 
事業 

区分 
街路 

事業 

主体 
堺市 

起終点 
大阪府堺市常磐

と き わ

町
ちょう

 

大阪府堺市常磐
と き わ

町
ちょう

 
延長  １．６ｋｍ 

事業概要  

本路線は、大阪南部地域において臨海部と内陸部を連絡し、大阪都市再生環状道路（都市再生プロジェクト２

次決定）の一部を構成することにより、当該地域における東西方向の交通混雑の緩和と既存高速道路の利便性の

向上を図り、地域社会・経済活動の発展に寄与するものである。 
事業の目的、必要性  

大阪南部では、東西方向の幹線道路が少ないことから、既存幹線道路は慢性的な交通混雑をも呈している。 

本事業は、大阪南部地域において臨海部と内陸部を連絡し、大阪都市再生環状道路の一部を構成することにより、

当該地域における東西方向の交通混雑の緩和を図るとともに高速道路の利便性の向上を図ることにより地域社

会・経済活動の発展に寄与するものである。 

全体事業費 ７９５億円 計画交通量 36,900～44,900台／日 

事業概要図  

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

早期整備要望がなされている。 

 
事業採択の前提条件  

便益が費用を上回っている。 

  

事業評価結果 

 

総費用 ４，１２７億円 総便益 １１，１８３億円 基準年  費
用
対
便
益 

Ｂ／Ｃ ２．７ 

事業費： 3,911億円 

維持管理費： 216億円 

走行時間短縮便益：10,715億円 

走行費用減少便益： 359億円 

交通事故減少便益： 109億円 
平成１７年 

評価項目 評価 根拠 

渋滞対策 ◎ 大和川線を含む都市再生環状道路を整備することにより、都心部への通過交通を排除し、主

要渋滞ポイントでの渋滞の解消・緩和に寄与。 

事故対策 ○ 周辺の一般道を通行する通過交通が本路線の整備により円滑に処理されるため、通行車両の

安全性が向上。 

自
動
車
や
歩
行
者
へ
の
影
響 

歩行空間 － なし 

住民生活 ◎
大和川線を含む都市再生環状道路を整備することにより、多様な経路選択が可能となり定時

制が確保されるとともに、所要時間の短縮が図られる。 

地域経済 ◎ 都市機能の強化により、経済活動への波及効果を生み出す。 

災 害 ○
地下式構造を採用していることから、その上部空間を利用することにより、都市機能の充実

化及び防災性の向上が図られる。 

環 境 ○
大和川線を含む都市再生環状道路の整備による渋滞の緩和により、交通の円滑化が図られ、

走行速度が向上し環境の改善が図られる。 

事
業
の
影
響 

社
会
全
体
へ
の
影
響 

地域社会 ◎ 堺臨海地域（都市再生緊急整備地域）等の新たな都市拠点の形成に寄与する。 

事業実施環境 ◎ 大阪府建設事業評価委員会おいて事業実施は妥当（H16.7） 

採択の理由 
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街路事業（合併施行）区間 L=4.3km有料道路事業区間（高速道路建設事業） L=5.6km 

9.9 km 

三宅ＪＣＴ
三宝ＪＣＴ 

大和川線 
Ｌ＝1.6km

大阪松原線

大和川北岸線 

築港天美線 

西除川 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


